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◎9 月議会報告 
新型コロナ関連、「南子ども園」の整備費用、基金等の補正予算などが可決・成立しました。

9 月議会は、8 月 30 日から 10 月 5 日の 37 日間の日

程で行われました。 

前半の議会では、約 11 億 5,000 万円の増額となる、補

正予算の審議がありました。補正予算の内容は、新型コロ

ナウイルス感染症に関連したものとして、自宅療養されて

いる方への 10 月以降の支援継続費用、市職員用のモバイ

ル端末追加導入等のための費用などがありました。また、

久里浜公園内に「南子ども園」を新設するための経費の他、

匿名の方からの寄附 6,000 万円で創設した「よかった ありがとう基金」の活用として、生活

保護世帯への就学支援や、「よかったありがとう文庫」を児童図書館や６箇所の子育て広場「愛

らんど」に設置するための費用、等も審議にあげられ、これらはすべて可決・成立しました。 

 

2020 年度決算、新型コロナ対応で過去最大 14 回の補正の決算審査可決しました! 

後半の議会では、2020 年度決算の審議が行われました。2020 年度は新型コロナウイルス

感染症の対応により、一人 10 万円の特別定額給付金や、子育て世帯への臨時特別給付金など過

去最多の 14 回の補正予算の編成を経て、歳出総額は過去最大規模の約 1,996 億円となりまし

た。 

歳入面では、市税が前年度に比べ約 6 億円減少しました。施設使

用料等も約 4 億円落ち込む等、大きな減少がありました。このため、

企業会計に対する繰出金の減額等を実施し、臨時的な歳出削減を行い

ました。また、勧告による職員の期末手当減額や、減収補てん債や調

整債の借り入れの調整の結果、実質収支は約 41 億円となり、経常収

支比率はほぼ前年度並みとなりました。 また、企業会計のうち病院事業会計は、一般会計と同

様に新型コロナウイルス感染症の影響により、国、県からの市立 2 病院への補助金が増加しま

した。結果として、決算規模が前年度に比べ約 2.4倍に拡大しました。  
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☆懸案の中学校給食が始まりました。 

議会としても長年の取り組みであった「中学校給食」が始ま

りました。今思えば、保護者の負担軽減等強い要望からはじま

った中学校給食への道のりでした。議会内で協議会を立ち上げ

ての検討、全国の状況についての視察等を経て、旧平作小学校

跡地に給食センターを建設し、7 月に完成しました。その後、

準備を経て、9 月 29 日からスタートしました。 

1 日に 1 万食の給食を調理し、センターから各中学校に配送される方式で市内 23 校に届け

ます。開始当初ですので、様々な混乱や手順等の見直しもあるかと思いますが、まずは現場の皆

さんの声を聞きながら進めるように要請しています。 

☆学校司書の中学校全校配置を求めました。 

横須賀市の小学校には全校に学校司書が 2 校兼務で配置されていま

すが、中学校には、8校には配置されているものの、残りの 15校は未

配置の状況が続いています。学校司書の配置については、授業改善の効

果だけでなく、子どもたちの学習環境としても大変重要であるとしたデ

ータもでています。常任委員会では、同じ会派の竹岡議員の一般質問を

受けて、教育委員会に対して、学校司書の全校配置や図書のバーコード化に向けた取り組みにつ

いて、その意義と必要性を訴えました。 

 

☆「子どもの権利を守る条例」市民の声を聞かせて下さい。 

横須賀市議会は、保護者をはじめとするおとなや行政、学校、児童

相談所など、子どもと関わる様々な機関が共に連携し、子どもたちの

ための環境整備を整え、子ども一人ひとりの命や尊厳を守るために「子

どもの権利条例」を策定します。また、策定にあたり、市民の皆さんの

声を聞く機会を設けるため、下記の懇談会を開催します。 

☆11 ⽉７ ⽇（⽇）10 時〜12 時 横須賀市⽣涯学習センター「まなびかん」⼤学習室 

定員 36 名  募集は横須賀市ホームページから 

☆「政策提言 2022」市長に提出しました。（10/1） 

来年度予算の編成に向けた「政策提言 2022」を市長に提出しました。会

派のメンバーから直接市長に政策提案をしました。今回の提案は、市の厳し

い財政状況を踏まえ、新たな歳出を伴う提言は抑制していますが、２ヶ月の

間、議論に議論を加えて完成したものです。「政策提言 2022」は、下記の

会派のホームページにて公開しています。 
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